
第153期  年度報告書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで 証券コード：4027

　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。
　当社は第153期（平成30年4月1日から平成31年3月31日ま
で）を終了しましたので、決算の概況などをご報告申し上げます。

▲

当期の業績について
　当期は、昨年１月に子会社化し
た米国のTRS Technologies, Inc.
などの連結子会社の売上増が寄
与したことに加え、機能性用途
の微粒子酸化チタンや表面処理
製品の販売が引き続き好調に推
移したことなどにより、売上高
は473億8千5百 万 円（ 前 期 比
11.4％増）となりました。

　また、主にチタン鉱石や燃料に係わる製造原価の上昇など
により、営業利益は58億3百万円（前期比4.0％減）、経常利益
は60億3千3百万円（前期比1.2％減）、親会社株主に帰属する
当期純利益は40億7百万円（前期比10.6％増）となりました。

▲

次期の見通しについて
　汎用用途の酸化チタンについては、今後の収益は厳しく
なると見込まれる一方で、機能性用途の微粒子酸化チタン
及び微粒子酸化亜鉛及び表面処理製品については、今後も
市場は拡大するものと予想しております。また、界面活性
剤については、東南アジア市場向けへの拡販のほか、さら
なる競争力強化に努めてまいります。
　次期の連結業績につきましては、現時点で売上高520
億円、営業利益68億円、経常利益70億円、親会社株主に帰属
する当期純利益45億円を見込んでおります。

Top Message

代表取締役 社長執行役員
名木田 正男
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■ 売上高 （単位：百万円） ■ 営業利益 （単位：百万円）

■ 経常利益 （単位：百万円） ■ 親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）



●�汎用用途の酸化チタンは、国内の販売は前期並みとなったものの、
輸出は東南アジア市場を中心に引き合いが増加し、売上高は前期を
上回る。

●�機能性用途の微粒子酸化チタン、表面処理製品は、化粧品向けの
国内販売、輸出が好調に推移し、販売数量、売上高ともに前期を
上回る。

●�営業利益面では、主にチタン鉱石や燃料に係わる製造原価の上昇に
より前期を下回る。

●界面活性剤の国内販売は、販売数量、売上高ともに前期を上回る。
　海外の連結子会社の販売は好調に推移し、売上高は前期を上回る。

●�硫酸は販売数量、売上高ともに前期並みを維持。無公害防錆顔料は、
国内の販売は前期並みとなるも、輸出は販売数量、売上高ともに
前期を上回る。導電性高分子薬剤は、販売数量、売上高ともに前期を
上回る。

●�倉庫業は、売上高は前期並みを維持。圧電材料は、売上高は前期を
上回る。

●�営業利益面では、特にコンデンサ向けの導電性高分子薬剤や医療
機器向けの圧電材料等の機能性製品の販売が好調に推移し、前期を
上回る。

Operating Results
セグメント別の概況
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16.6%増
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■ 営業利益
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17.0%減
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酸化チタン
関連事業

その他
事業

酸化チタン、微粒子酸化チタン、
微粒子酸化亜鉛、表面処理製品
等の製造・販売

界面活性剤、硫酸、無公害防錆顔料、
導電性高分子薬剤、圧電材料等の製造・
販売、化学工業薬品等の運送・保管
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Stock Information株式の状況（平成31年3月31日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数
大株主

75,000,000株
25,714,414株

3,647名

株主名 所有株式数（千株）
KBL EPB S.A. 107704 2,390
三井物産株式会社 1,784
三菱商事株式会社 1,630
山田産業株式会社 1,470
みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほ銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 1,009
テイカグループ持株会 959
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 805
日本土地建物株式会社 694
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 675
関西ペイント株式会社 612

（注）  当社は、自己株式2,205千株を保有しておりますが、上記には含めておりません。

■ 連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

■ 連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements連結財務諸表

100周年ロゴマーク コーポレートスローガン

　2019年（令和元年）12月、テイカ株式会社は創立100周年を迎えます。100周年を迎えるにあたって、100周年ロゴマーク
とコーポレートスローガン「まじめに感動素材」を制定しました。

■ 分布状況

創立100周年記念ロゴと新コーポレートスローガンを制定

金融機関
証券会社
その他法人
外国法人等
個人その他

500,000株以上
100,000株以上
50,000株以上
10,000株以上
1,000株以上
100株以上
100株未満

58.6%
17.6%
7.2%
7.4%
6.4%
2.7%
0.1%

17.2%
0.8%
40.4%
17.6%
24.0%

所有数別所有者別



　化粧品原料の機能性微粒子製品は、これま
で岡山工場（岡山市東区西幸西1072番地）で
製造していましたが、需要が年々増加してい
るため、熊山工場（岡山県赤磐市小瀬木50番
地1）の敷地内に、平成31年3月に同製品の製
造設備を竣工しました。この設備と既存設備
の改善により、年間1,000トンの生産能力の
増加となりました。
　さらに、令和2年の完成を目指し、岡山工場
内の製造設備の増設に着工しました。新たな
設備の生産能力は年間約1,600トンであり、
完成後の機能性微粒子製品の生産能力は、年
間約5,200トンとなります。

　令和元年5月15日～17日に開催されました国内最大の化粧品原料の展示会
『CITE Japan 2019』では、多数の新製品を発表しました。

● 超高透明性微粒子酸化チタン（MT-N1）
●  紫外線からブルーライトまで幅広い波長の

光をカットする素材（広域次世代防御剤）
● 樹脂ビーズ代替原料になり得る感触改良材
（ソフトタッチ球状シリカ）

【化粧品向けの新製品】

熊山工場（平成31年4月撮影）

「CITE Japan 2019」の当社展示ブース

Corporate Profile会社概要（令和元年6月26日現在）

設 立
資 本 金
従 業 員
事 業 内 容

事 業 所
本社事務所

本 店
大阪工場
東京支店

岡山工場

熊山工場

役 員大正8年12月
9,855,953,999円
498名（平成31年3月31日現在）
各種化学工業薬品の製造、販売（酸化チタン、
界面活性剤、硫酸、微粒子酸化チタン、表面
処理製品、無公害防錆顔料ほか）

大阪市中央区北浜3丁目6番13号
〒541-0041　電話（06）6208-6400（代）
大阪市大正区船町1丁目3番47号
〒551-0022　電話（06）6555-3250（代）
東京都中央区日本橋3丁目8番2号
〒103-0027　電話（03）3275-0815（代）
岡山市東区西幸西1072番地
〒704-8136　電話（086）946-8311（代）
岡山県赤磐市小瀬木50番地1
〒709-0717　電話（086）995-9290（代）

代表取締役 社長執行役員 名 木 田 　 正 　 男

代表取締役 専務執行役員 山 崎 博 史

取 締 役 常 務 執 行 役 員 辺 見 武 志

取 締 役 上 席 執 行 役 員 西 野 雅 彦

取 締 役 上 席 執 行 役 員 出 井 俊 治

取 締 役 常 勤 監 査 等 委 員 宮 崎 　 晃

社 外 取 締 役 監 査 等 委 員 山 田 裕 幸

社 外 取 締 役 監 査 等 委 員 田 中 　 等

社 外 取 締 役 監 査 等 委 員 山 本 浩 二

社 外 取 締 役 監 査 等 委 員 尾 　 㟢 　 ま み こ

T O P I C Sト ピ ッ ク ス

機能性微粒子製品の製造設備新設・増設

化粧品向け新製品を開発



（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取・買増請求その他各

種お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設され
ている証券会社等にお問い合せください。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取
り扱いできませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手
続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、左記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
お問い合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行全国本支店でもお取り次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信
　 託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ
事 業 年 度
定時株主総会基準日
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
3月31日
3月31日
9月30日
6月下旬
100株

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話0120-094-777（通話料無料）
電子公告
公告掲載URL　http://www.tayca.co.jp/

（ただし、電子公告により行うことができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告を掲載いたします）
東京証券取引所　市場第1部

本印刷物は、FSC®認証紙と植物油インキを使用
しています。http://www.tayca.co.jp/

　当社は、日焼け止め等の化粧品用途の微粒子酸化チタ
ン、微粒子酸化亜鉛で世界トップシェアを獲得していること
を評価され、2013年（平成25年）に「THE 世界一展～魅せ
ますニッポンの技と人～」へ出展、さらに2014年（平成26
年）には、経済産業省より機能性微粒子製品の功績が称え
られ、グローバルニッチトップ企業100選に選定されました。
　現在、微粒子酸化チタンで約6割、微粒子酸化亜鉛で約
5割の世界シェアを獲得しています。

2014年3月、
グローバルニッチトップ企業100選に選定

グローバルニッチトップ
企業100選に選定 「THE 世界一展」に出展

　当社は、東南アジアにおけるシャンプー用を中心と
する界面活性剤の需要増加を見込み、2014年（平成
26年）2月にベトナム社会主義共和国に新会社テイカ 
ベトナムを設立しました。
  2016年（平成28年）5月の開所式を経て、テイカタ
イランドと並び界面活性剤の生産拠点として商業生
産を開始しました。

2014年2月、テイカベトナムを設立

テイカベトナム　TAYCA（VIETNAM）CO.,LTD . 開所式（2016年5月31日）

テイカ
100周年へあの日あの時 第12回


